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東御市水道事業経営戦略 
１ はじめに 

１ はじめに 

 (1) 改定の背景と目的 

   今後の人口減少等に伴うサービス需要の減少や施設の老朽化に伴う更新需要の増大など、経

営環境が厳しさを増す中にあって、水道事業が将来にわたり住民生活に必要なサービスを安定

的に提供していくため、経営戦略の策定・改定や抜本的な改革等の取組を通じ、経営基盤の強

化と財務マネジメントの向上を図ることが求められます。 

   また、中長期的な経営の基本計画である経営戦略については、経営基盤強化と財政マネジメ

ント向上の柱と位置付けられるものであり、策定した経営戦略に沿った取組等の状況を踏まえ

つつ、PDCAサイクルを通じて質を高めていくため、３年から５年内の見直しを行うことが重要

となります。 

   そこで、東御市水道事業経営戦略を策定して５年が経過することから、引き続き「安全で安

心な水の確保」、「強靱な水道施設の構築」、「持続可能な事業運営基盤の確立」を目指し、今後

も持続可能で安定した水道事業を運営するため、所要の改定を行います。 

 

 (2) 計画期間 

   東御市水道事業経営戦略（令和６年度改定版）の計画期間は、令和７年度（2025年度）から

令和16年度（2034年度）までの10年間とします。 

 

 (3) 経営戦略の位置づけ 

   本経営戦略は、第３次東御市総合計画において将来像として掲げている「人と自然にやさし

い豊かな暮らしを実感できるまち」を目指し、施策としている「上下水道の維持・管理」と整

合を図り、「東御市水道事業ビジョン」や、「東御市水道事業基本計画書」、「長野県水道ビジョ

ン」、総務省が示す経営戦略ガイドラインを基に、中長期的な事業運営の方針を示す経営の基

本計画として位置づけ、当面の間に取り組むべき事項や方策を示すものです。 
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東御市水道事業経営戦略 
２ 事業概要 

２ 事業概要 

 (1) 東御市の概況 

   東御市は長野県の東部に位置し、県都長野市までは約45㎞の距離にあり、首都東京から約

150㎞の圏域にあります。北は群馬県嬬恋村、西は上田市、南は佐久市や北佐久郡立科町、東

は小諸市に囲まれ、市域は東西14.7㎞、南北16.5㎞、総面積112.37km2です。 

   標高は470mから2,228mと標高差が約1,750mあり、北側に位置する2,000m級の山々から流れ

下る河川によってつくられた扇状地が重なり合い、北東から南西に傾斜する地形が形成され

ています。北には上信越高原国立公園の浅間連峰の三方ヶ峰、湯ノ丸山、烏帽子岳の連山に

抱かれ、南には八ヶ岳中信高原国定公園に位置する蓼科山を眼前に見ることができます。 

   市のほぼ中央部を上信越自動車道と千曲川が東西に通過しており、国道18号に沿って近隣

市と連なった居住域が分布しています。 

   気候は、四季を通じて日照時間が長く、気温の日較差が年間平均10℃以上と大きい準高原

的な内陸性気候です。季節感のある豊かな自然や山並みの眺望に優れた暮らしやすい地域

で、年間降水量が1,000㎜前後と全国でもまれな寡雨地帯となっています。 

 

 (2) 人口の推移と見通し 

   令和５年度末時点の行政人口は29,605人で、平成17年（2005年）の31,271人をピークに減

少に転じ、以後減少傾向が続いています。平成30年度の国立社会保障人口問題研究所（社人

研）による推計では令和27年（2045年）には23,781人まで減少すると推計されています。 

 

 

図2-1 人口の推移と見通し（東御市人口ビジョン第２版(改訂版)） 
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東御市水道事業経営戦略 
２ 事業概要 

 (3) 事業の現況 

  ア 給水 

    給水の現況については、表2-1のとおりです。 

    東御市では、「東御市」、「佐久水道企業団」、「小諸市」の３つの事業体で給水が行われて

おり、給水エリアについては、図2-2のとおりとなっています。 

    本経営戦略は、東御市水道事業及び下水道事業の設置等に関する条例の第２条で設置を

規定している水道事業に係るものとなります。 

 

表2-1 給水 

供用開始年月日 1960（昭和 35）年４月１日 計画給水人口 28,600 人 

法適（全部・財務）・

非適の区分 
法適（全部） 

現在給水人口 26,738 人 

有収水量密度 0.825 千 m3/ha 

 ※令和６年３月 31日時点 

 

 

 

図 2-2 給水エリアマップ 
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東御市水道事業経営戦略 
２ 事業概要 

  イ 施設 

    施設の現況については、表2-2のとおりです。 

    また、水源等の施設については、表2-3から表2-5のとおりです。 

 

表2-2 施設 

水源 ☐表流水 ☐ダム ☑伏流水 ☑地下水 ☑受水 ☐その他 

施設数 
浄水場設置数 22  

管路延長 348.31 千 m  
配水池設置数 38  

施設能力 13,400m3/日  施設利用率 70.66 %  

 ※令和６年３月31日時点 

 

表2-3 水源 

施設名 原水種別 
取水可能量 

[m3/日] 
施設名 原水種別 

取水可能量 

[m3/日] 

中尾水源 湧水 400 新屋上水源 深層地下水 450 

奈良原第１水源 〃 150 西入第１水源 〃 280 

奈良原第２水源 〃 100 西入第２水源 〃 960 

栗生沢水源 〃 160 西入第３水源 〃 840 

東入水源 〃 140 聖第１水源 〃 210 

西宮水源 〃 370 聖第２水源 〃 450 

祢津姫子沢水源 〃 40 聖第３水源 〃 1,130 

大石沢第１水源 〃 60 原口水源 〃 360 

大石沢第２水源 〃 400 別府水源 〃 340 

湯の丸水源 〃 60 大石水源 〃 400 

奈良原水源 深層地下水 280 タタラ堂水源 〃 230 

出場第１水源 〃 1,190 赤岩水源 〃 230 

出場第２水源 〃 1,580 上八重原水源 〃 550 

新屋第１水源 〃 450 五輪久保水源 浄水受水 350 

新屋第２水源 〃 730 
計 13,400 

新屋第４水源 〃 510 
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東御市水道事業経営戦略 
２ 事業概要 

 

表2-4 浄水場 

施設名称 取水施設 浄水方法 
浄水量 

[m3/日] 

奈良原水源 奈良原水源 塩素消毒のみ 800 

中尾水源 中尾水源 〃 434 

新張配水池 栗生沢水源 〃 225 

東入配水池 東入水源 〃 200 

西宮配水池 西宮水源 〃 642 

祢津姫子沢配水池 祢津姫子沢水源 〃 36 

滝の沢配水池 大石沢第１・２水源 〃 256 

出場配水池 出場第１・２水源 〃 1,136 

新屋配水池 新屋第１・２・４水源 〃 2,100 

新屋上配水池 新屋上水源 〃 206 

西入第１水源 西入第１水源 〃 275 

聖第１水源 聖第１水源 〃 266 

原口配水池 聖第２・３水源、原口水源 〃 2,334 

大石配水池 大石水源 〃 490 

赤岩配水池 赤岩水源 〃 272 

別府配水池 別府水源 〃 405 

タタラ堂水源 タタラ堂水源 急速ろ過法 246 

西入浄水施設 
西入第２水源 塩素消毒のみ 1,177 

西入第３水源 除マンガン装置 1,059 

湯の丸滅菌設備 湯の丸水源 塩素消毒のみ 60 

五輪久保滅菌設備 浄水受水、五輪久保水源 〃 286 

上八重原水源滅菌室 上八重原水源 〃 614 

木戸坂配水池滅菌室 
浄水受水、 

五輪久保水源、上八重原水源 
追加塩素消毒 - 

計 13,519 
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東御市水道事業経営戦略 
２ 事業概要 

 

表2-5 配水池 

施設名称 構造 容量[m3] 築造年 

東入配水池 RC造 200 1992年（平成４年） 

和第１配水池 〃 237 1976年（昭和51年） 

和第２配水池 〃 16.8 不明 

和第３配水池 〃 16.8 不明 

和第４配水池 PC造 500 1981年（昭和56年） 

和第５配水池 RC造 24 不明 

和第６配水池 〃 147.5 1978年（昭和53年） 

和第７配水池 PC造 1,000 1989年（平成元年） 

祢津姫子沢配水池 〃 32 不明 

和姫子沢配水池 〃 100 不明 

奈良原配水池 〃 40 1976年（昭和51年） 

東町配水池 〃 200 1990年（平成２年） 

滝の沢配水池 〃 300 1998年（平成10年） 

西宮配水池 〃 225 1953年（昭和28年） 

新張配水池 〃 300 1982年（昭和57年） 

出場配水池 PC造 3,000 1999年（平成11年） 

新屋上配水池 〃 500 1979年（昭和54年） 

新屋配水池 〃 3,000 1992年（平成４年） 

大川配水池 〃 1,000 1993年（平成５年） 

伊勢原配水池 〃 1,000 1984年（昭和59年） 

大石配水池 〃 3,000 1986年（昭和61年） 

原口配水池 〃 1,000 1985年（昭和60年） 

聖配水池 RC造 200 1988年（昭和63年） 

別府配水池 〃 
360 

240 

1989年（平成元年） 

1979年（昭和54年） 

中屋敷配水池 〃 250 不明 

赤岩配水池 〃 200 不明 

新張東配水池 〃 300 1990年（平成２年） 

西入配水池 〃 22 1994年（平成６年） 

奈良原合流井配水池 〃 260 1981年（昭和56年） 

湯の丸配水池 FRP造 
24 

24 

1974年（昭和49年） 

1995年（平成７年） 

五輪久保配水池 RC造 160 不明 

芸術むら配水池 〃 120 不明 

〃 〃 204 不明 

八重原配水池 PC造 1,030.8 1992年（平成４年） 

羽毛山配水池 RC造 60 1967年（昭和42年） 

郷仕川原配水池 〃 20.7 1967年（昭和42年） 

木戸坂配水池 PC造 300 1998年（平成10年） 

白樺配水池 RC造 102 不明 

計 19,716.6  
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東御市水道事業経営戦略 
２ 事業概要 

  ウ 料金 

    料金は、用途別に設定している基本料金と、使用水量に応じて設定している超過料金の

合計額としており、超過料金については、使用水量の増加に応じて１m3当たりの金額が増

加する逓増制を採用しています。 

    直近の料金改定年月日（消費税の改定のみは含まない）は、平成18年４月１日で、町村

合併に伴う料金の統合を行っています。 

 

表2-6 料金（１月につき、消費税込み） 

料金 

用途 

基本料金 超過料金 

使用水量 金額 使用水量 金額（1m3につき） 

一般用 
（3m3まで） 

6m3まで 

（522.50 円） 

1,045 円  

（3m3を超え 6m3まで） 

6m3を超え 20m3まで 

（176 円） 

176 円  

20m3を超え 50m3まで 220 円  

50m3を超え 100m3まで 286 円  

100m3を超える分 330 円  

浴場営業用 200m3まで 15,400 円  200m3を超える分 93.50 円  

上記により難い場合にあっては、市長が別に定めた額 

注 表中（ ）内の数値については、月の中途において水道使用を開始し、又は休止し、若しくは

廃止したときの料金の規定に該当する場合に適用する。 

 

  エ 組織体制 

    都市整備部に上下水道課を置き水道事業を設置しており、上下水道課は、業務係、水道

係、下水道係で構成されています。 

    平成16年に旧東部町と旧北御牧村が合併し、１課４係19名で組織していましたが、経営

の健全化、人員の適正化、包括的民間委託などにより、令和５年度末では、１課３係10名

で組織しています。 

 

図2-3 組織図 

 

都市整備部

上下水道課

業務係 水道係 下水道係
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東御市水道事業経営戦略 
２ 事業概要 

 (4) これまでの主な経営健全化の取組 

   平成 22年 12月から包括的民間委託としおり、現在、窓口受付、検針・開栓・閉栓、料金関

係、給水業務、排水業務などの業務を外部委託しています。民間企業の専門的な知識、業務ノ

ウハウにより、料金の収納率は高水準を維持しています。 

 

【包括的民間委託の状況】 

●第１期   契約期間：平成22年12月17日～平成26年３月31日 

       受託者 ：株式会社ジェネッツ 

       委託内容：窓口、検針・開閉栓、料金関係業務 

●第２期   契約期間：平成26年４月１日～平成31年３月31日 

       受託者 ：株式会社ジェネッツ 

       委託内容：第１期の業務を継続 

●第３期   契約期間：平成31年４月１日～平成36年３月31日（令和６年３月31日） 

       受託者 ：株式会社ヴェオリア・ジェネッツ 

       委託内容：給水業務を追加 

●第４期   契約期間：令和５年10月１日～令和11年３月31日 

            ※事業開始は令和６年４月１日から 

            （令和５年10月１日から令和６年３月31日までは引継期間） 

       受託者：株式会社ジーシーシー自治体サービス 

       委託内容：排水業務を追加 
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 (5) 経営戦略の検証・分析 

   平成31年３月に策定した経営戦略における「投資・財政計画」の計画値と実績値（計画値

と実績値は平成31年度(2019年度)から令和５年度(2023年度)の合計額）の比較は表2-7のとお

りです。 

   また、各区分の乖離の要因については以下のとおりです。 

 

  ●営業収益 

   新型コロナウイルスの影響により、工場、営業施設等での利用が減少しました。 

  ●営業外収益 

   雑収益によるものです。 

  ●営業外費用等 

   漏水に係る過年度還付による特別損失の発生によるものです。 

  ●企業債 

   建設改良費の増加に伴う増です。 

  ●建設改良費 

   緊急的な送配水管の布設替えや、ポンプの交換によるものです。 

 

 

表2-7 投資・財政計画の計画値と実績値比較 

 

 

   以上の状況から、当年度純利益と資本的収支不足額の計画値と実績値に大きな乖離がない

ことから、概ね計画どおりに事業運営が行えたものと考えます。 

  

計画値 実績値 乖離

（H31～R5） （H31～R5） （H31～R5）

営業収益 2,990,335 2,951,771 ▲38,564 ▲7,713 ▲1.3%

営業外収益 260,558 303,288 42,730 8,546 16.4%

営業費用 2,463,192 2,448,705 ▲14,487 ▲2,897 ▲0.6%

営業外費用等 184,907 189,829 4,922 984 2.7%

602,794 616,525 13,731 2,746 2.3%

企業債 101,000 250,500 149,500 29,900 148.0%

他会計補助金 25,650 25,522 ▲128 ▲26 ▲0.5%

負担金・分担金 22,500 58,926 36,426 7,285 161.9%

建設改良費 405,810 565,213 159,403 31,881 39.3%

企業債償還金 1,294,418 1,294,419 1 0 0.0%

1,551,078 1,551,078 0 0 0.0%

資
本
的
収
支

資本的収入

資本的支出

資本的収支不足額

区分

（単位：千円）

収
益
的
収
支

収益的収入

収益的支出

当年度純利益

年平均乖離 乖離率
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 (6) 経営比較分析表を活用した現状分析 

   経営比較分析表（令和５年度決算）は、図2-4から図2-14のとおりです。 

   経常収支比率、料金回収率ともに類似団体平均と比べて高い水準にあり、良好な経営を維

持している状況ですが、今後は人口減少に伴う給水収益の減少や物価等高騰に伴うコストの

増加が予想されるため、注意が必要です。 

   有形固定資産減価償却率が高く、管路経年化率が低い水準にあることから、管路以外の水

道施設の老朽化が進んでいる状況です。 

   流動比率は上昇傾向ですが類似団体平均と比べて低い水準にあり、企業債残高対給水収益

比率は減少傾向で類似団体平均と比べて低い水準にあります。この水準、傾向を維持しなが

ら、企業債も有効に活用したいと考えます。 

 

  ①経常収支比率 

 

 

 維持管理費等の経常費用が、給水収益

等の経常収益によってどの程度賄われて

いるかを示す指標です。 

 単年度収支が黒字であることを示す

100%以上を示しており、良好な経営を維

持している状況です。 

図 2-4 経常収支比率  

 

  ②累積欠損金比率 

 

 

 営業収益に対する累積欠損金（営業活

動により生じた損失で、複数年度にわた

って累積した損失のこと）を示す指標で

す。 

 累積欠損金が発生していないことを示

す「0%」であることが求められます。 

図 2-5 累積欠損金比率  
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東御市水道事業経営戦略 
２ 事業概要 

  ③流動比率 

 

 

 短期的な債務に対する支払能力を表す

指標です。 

 １年以内に支払うべき債務に対して支

払うことができる現金等がある状況を示

す 100%以上である必要があります。 

 類似団体平均と比べて、１年以内に支

払うべき債務に対して支払うことができ

る現金が少ない状況です。 

図 2-6 流動比率  

 

  ④企業債残高対給水収益比率 

 

 

 給水収益に対する企業債残高の割合で

あり、企業債残高の規模を表す指標です。 

 類似団体平均と比べて、給水収益に対

して企業債残高が少なく将来負担が抑え

られている状況ですが、今後の投資によ

っては上昇する可能性があります。 

図 2-7 企業債残高対給水収益比率  

 

  ⑤料金回収率 

 

 

 給水に係る費用が、どの程度給水収益

で賄えているかを表した指標です。 

 供給単価と給水原価の関係を見るもの

で、供給単価が給水原価を上回っている

100%以上を示している状況です。 

図 2-8 料金回収率  
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東御市水道事業経営戦略 
２ 事業概要 

  ⑥給水原価 

 

 

 有収水量１m3 あたりに、どれだけの費

用がかかっているかを表す指標です。 

 類似団体平均よりも低い水準であり、

給水に要する費用は低く抑えられていま

すが、上昇傾向が見て取れます。 

図 2-9 給水原価  

 

  ⑦施設利用率 

 

 

 配水能力に対する配水量の割合で、施

設の利用状況や適正規模を判断する指標

です。 

 一般的には高い数値であることが望ま

れる指標で、類似団体平均よりも高い値

となっており、過剰な施設がない状況で

す。 

図 2-10 施設利用率  

 

  ⑧有収率 

 

 

 施設の稼働が収益につながっているか

を判断する指標です。 

 この指標が 100%に近いほど、施設の稼

働が収益に反映されているといえます。 

 類似団体平均よりも高い水準を維持し

ており、水道施設からの給水が収益に結

びついている状況です。 

 この数値を維持できるよう水道施設の

維持管理に努めます。 

図 2-11 有収率  
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東御市水道事業経営戦略 
２ 事業概要 

  ⑨有形固定資産減価償却率 

 

 

 有形固定資産のうち、償却対象資産の

減価償却がどの程度進んでいるかを表す

指標で、資産の老朽化度合を示していま

す。 

 類似団体平均よりも高い水準にあり、

資産の老朽化が進んでいる状況です。 

図 2-12 有形固定資産減価償却率  

 

  ⑩管路老朽化比率 

 

 

 法定耐用年数を超えた管路延長の割合

を表す指標で、管路の老朽化度合を示し

ています。 

 類似団体平均よりも低い水準にあるた

め、資産のうち管路の老朽化度合は低い

状況です。 

図 2-13 管路老朽化比率  

 

  ⑪管路更新率 

 

 

 各年度に更新した管路延長の割合を表

す指標で、管路の更新ペースや状況が把

握できるものです。 

 類似団体平均と比べて、更新が必要な

管路が少ないため、低い水準となってい

ます。 

図 2-14 管路更新率  
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東御市水道事業経営戦略 
３ 将来の事業環境 

３ 将来の事業環境 

 (1) 給水人口の予測 

   行政区域内人口は、コーホート要因法にて推計しました。コーホート要因法に必要となる

仮定値は、国立社会保障・人口問題研究所の「日本の地域別将来推計人口（令和５年(2023

年)推計）の数値を採用しました。給水区域内人口は、令和５年度の行政区域内人口と給水区

域内人口の比率が継続するものとして算出しました。 

   また、給水普及率（給水人口÷給水区域内人口）に関しても、令和５年度の実績値99.9%が

今後も継続するものとして給水人口を算出しました。 

   本推計から、令和５年度に26,738人であった給水人口は、令和16年度（2034年度）には

24,834人まで減少する見込みです。推計結果は、表3-1と図3-1のとおりです。 

 

表3-1 給水人口の推計（R5～R16） 

 

 

 

図3-1 給水人口の推移及び推計（H26～R35）  

（単位：人）

項目
2023
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2031
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2034

R16

行政区域内

人口
29,150 28,966 28,786 28,603 28,424 28,239 28,046 27,855 27,662 27,471 27,278 27,071

給水区域内

人口
26,778 26,609 26,444 26,276 26,112 25,942 25,765 25,590 25,413 25,238 25,061 24,871

給水人口 26,738 26,569 26,404 26,237 26,073 25,903 25,727 25,552 25,375 25,200 25,024 24,834

給水普及率 99.9% 99.9% 99.9% 99.9% 99.9% 99.9% 99.9% 99.9% 99.9% 99.9% 99.9% 99.9%
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東御市水道事業経営戦略 
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 (2) 水需要の予測 

   有収水量の推計値は、直近 10年間の実績値を基に生活用、工場・営業用、官公署用の各用

途別で推計しました。 

   １日平均給水量の推計値は、有収水量の推計値を有収率の目標値で除し算出しており、有

収率の目標値は、現状と同等の 85%を維持することを目標としています。 

   １日の給水量として確保しておくべきと考えられる１日最大給水量の推計値は、１日平均

給水量の推計値を計画負荷率で除することにより算出できます。負荷率はその水道事業固有

の値として算出されるものであり、今後も年々変動する水需要に対し、過不足なく対応する

必要があり、過年度実績における最小値を計画値とするのが原則であるため、直近 10年間で

最小である令和２年度の実績値である 80.6%を採用しました。推計の結果は、表 3-2 と図 3-2

のとおりです。 

 

表 3-2 給水量の実績及び推計 

 

 

 

図 3-2 給水量の推移及び推計（H26～R35）  

（単位：m
3
/日）

実績

項目 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023

H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5

有収水量 8,637 8,455 8,471 8,529 8,417 8,204 8,194 8,074 8,019 8,049

１日平均給水量 10,239 10,021 9,999 10,056 9,920 9,667 9,639 9,499 9,433 9,469

１日最大給水量 12,208 11,021 10,499 11,061 11,011 10,440 11,952 10,069 9,999 9,848

有効率 84.4% 84.4% 84.7% 84.8% 84.8% 84.9% 85.0% 85.0% 85.0% 85.0%

負荷率 83.9% 90.9% 95.2% 90.9% 90.1% 92.6% 80.6% 94.3% 94.3% 96.2%

推計

項目 2024 2025 2026 2027 2028 2029 2030 2031 2032 2033 2034

R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16

有収水量 8,168 8,120 8,073 8,027 7,980 7,933 7,887 7,840 7,794 7,748 7,700

１日平均給水量 9,609 9,553 9,498 9,444 9,388 9,333 9,279 9,224 9,169 9,115 9,059

１日最大給水量 11,915 11,845 11,777 11,710 11,641 11,573 11,506 11,437 11,369 11,302 11,233

有効率 85.0% 85.0% 85.0% 85.0% 85.0% 85.0% 85.0% 85.0% 85.0% 85.0% 85.0%

負荷率 80.6% 80.6% 80.6% 80.6% 80.6% 80.6% 80.6% 80.6% 80.6% 80.6% 80.6%

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

14,000

2014
H26

2018
H30

2023
R5

2028
R10

2033
R15

2038
R20

2043
R25

2048
R30

2053
R35

有
収

水
量

・
１

日
最

大
給

水
量

［m
3 /

日
］

有収水量（実績） １日最大給水量（実績） 有収水量（推計） １日最大給水量（推計）



 

16 

東御市水道事業経営戦略 
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 (3) 料金収入の見通し 

   料金収入は、給水人口の減少に伴い減少していく見込みです。 

   水需要の予測を基に推計した料金収入の見込みは図3-3のとおりです。計画期間の最終年度

である令和16年度の料金収入は５億5,270万円で、令和５年度の５億7,930万円と比較して約

2,700万円の減少となる見込みです。 

 

 

図3-3 料金収入の見込み 
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東御市水道事業経営戦略 
３ 将来の事業環境 

 (4) 施設の見通し 

   実施を計画している事業の建設投資額（委託料と工事請負費の額）の見込みは、図 3-4の

とおりです。 

   本経営戦略の計画期間である令和７年度（2025 年度）から令和 16年度（2034 年度）まで

の 10年間には約 26億円の投資を予定しています。 

 

 

図 3-4 建設投資額の見込み 

 

 

 (5) 組織の見通し 

   本市水道事業に従事する職員数は、窓口受付業務など一部業務を外部委託することにより

減少させることができました。 

   今後も最少の職員数で最大のサービスを提供できるよう、さらなる外部委託範囲の拡大な

どを検討していきたいと考えております。 

   また、水道事業においては特殊な知識や技術が必要なことが多く、人員の確保とともに技

術の継承が課題となっています。職員が変わってもノウハウの継承が行えるよう業務の見え

る化や共有、研修の充実などを図り、人材の育成に努めていきます。 
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東御市水道事業経営戦略 
４ 経営の基本方針 

４ 経営の基本方針 

 (1) 基本方針と基本目標 

  図4-1に示すとおり、東御市水道事業ビジョン2019（第２次）に掲げられている『暮らしの安

心を支える上水道』を経営の基本方針とし、「安全で安心な水の確保」、「強靱な水道施設の構

築」、「持続可能な事業運営基盤の確立」の３つを基本目標とします。 

 

図4-1 基本方針体系図 

 

  

安全で安心な水の確保

利用者が、いつでもどこでも、水をおいしく飲める水道を目指

します。

強靱な水道施設の構築

自然災害による被害を最小にとどめ、被災した場合であって

も、迅速に復旧できるしなやかな水道を目指します。

持続可能な事業運営基盤の確立

給水人口や給水量が減少した状況においても、健全かつ安定的

な事業運営が可能な水道を目指します。

暮らしの安心を支える上水道

東御市水道事業ビジョン2019（第２次）

基本目標
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東御市水道事業経営戦略 
４ 経営の基本方針 

 (2) 具体的な取組・目標等 

   基本方針を基に実施する計画期間内における具体的な取組・目標等は次のとおりです。 

 

 ＜安全で安心な水の確保＞ 

   水質改善として、西宮水源に新水源を整備するための深井戸工事、上八重原水源にマンガ

ンを除去するためのろ過設備建設工事、奈良原第１・第２水源にクリプト指標菌対策のため

紫外線処理設備整備工事を実施します。 

 

 ＜強靱な水道施設の構築＞ 

   災害時等に拠点となる配水施設である聖第３水源、出場配水池、大石配水池に可動式発電

機を整備します。 

   また、老朽化に伴う湯の丸系送水管の更新工事、耐震化を含めた上八重原水源系の配水管

の更新工事を実施します。 

 

 ＜持続可能な事業運営基盤の確立＞ 

   本経営戦略に沿って、計画的に事業が進められ、健全かつ安全な事業運営が行われている

かを検証するため、経営比較分析表にある３つの経営指標について、目標値を表4-1のとおり

設定します。 

   経常収支比率については、単年度の収支が黒字であることを示す100%以上となっている必要

があり、良好な経営が維持されているかを確認するための指標となります。 

   料金回収率については、給水に係る費用が給水収益で賄えていることを意味する100%以上を

維持することが望ましく、この指標も良好な経営が維持されているかを確認するための指標と

なります。 

   企業債残高対給水収益比率については、明確な数値基準はありませんが、投資・財政計画に

沿った企業債の活用、資金残高の確保を確認するための指標となります。 

 

表4-1 経営目標値 

経営指標 
基準値 

（令和５年度） 

目標値 

（令和16年度） 

経常収支比率 128.48 ％ 118.55 ％以上 

料金回収率 129.18 ％ 117.63 ％以上 

企業債残高対給水収益比率 205.67 ％ 174.44 ％以下 

   ※経常収支比率＝経常収益÷経常費用×100 

    料金回収率＝供給単価÷給水原価×100 

    企業債残高対給水収益比率＝企業債現在高合計÷給水収益×100 

 

 



 

20 

東御市水道事業経営戦略 
５ 投資・財政計画（収支計画） 

５ 投資・財政計画（収支計画） 

  収支計画（26、27ページ）では、経営の基本方針に基づき、施設整備に要する経費（投資）、

維持管理に要する経費（投資以外の経費）と、その財源（料金収入、企業債等）を試算してい

ます。 

 

 (1) 投資・財政計画のうち投資についての説明 

   本経営戦略の計画期間である令和16年度（2034年度）までの投資計画を表5-1に示します。 

 

 

表5-1 投資計画 

  

2025 2026 2027 2028 2029 2030 2031 2032 2033 2034

R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16

 東入水源

  取水施設更新

 東入－和姫子沢

  送水管布設替

 西宮水源

  新水源（深井戸）整備

 赤岩配水池

  減圧弁設置

 栗生沢水源

  送水管整備

 奈良原第１、第２水源

  紫外線処理設備整備

 上八重原水源

  除マンガンろ過機設置

 上八重原水源系
  送配水管管路更新

 湯の丸系送水管
  送水管更新

 聖第３水源、出場配水池、大石配水池
  可動式発電機整備

 市内給水施設管路更新

年間建設投資額［億円］ 3.4 3.1 1.5 2.7 2.2 2.9 2.5 3.2 2.2 1.9

項目
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東御市水道事業経営戦略 
５ 投資・財政計画（収支計画） 

 (2) 投資・財政計画のうち財源についての説明 

  ア 収益的収支の見通し 

    本経営戦略の計画期間中の損益は、黒字を維持する見込みですが、給水収益の減少に伴

い黒字額が減少していく見込みとなっています。 

    本経営戦略の計画期間中は、料金改定の必要はないと考えますが、現在の推計において

令和 30年度（2048 年度）には赤字となる見込みのため、次回の経営戦略の見直しでは、

料金改定についての検討が必要となる可能性があります。 

 

 

図 5-1 収益的収支の見通し（計画期間） 

 

 

図 5-2 【参考】収支の見通し（R6～R35）  
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５ 投資・財政計画（収支計画） 

  イ 資本的収支と資金残高の見通し 

    収入は、企業債と自己資金で計画しています。本経営戦略改定時点では、計画している

事業が対象となる国庫補助金はありませんが、制度の改定等により対象事業となる場合に

は、積極的に活用していきます。 

    各年度、支出に対する収入に不足が生じるため、その不足額を自己資金で補てんします

が、補てん後の資金残高は増加していく見込みです。資金残高の増加は、令和 18年度まで

続く見込みですが、令和 19以降は収入の減少と更新工事の実施により減少する見込みで

す。 

 

図 5-3 資本的収支と資金残高の見通し（計画期間） 

 

 

図 5-4 【参考】資本的収支と資金残高の見通し（R6～R35）  
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５ 投資・財政計画（収支計画） 

  ウ 企業債償還元金と企業債残高の見通し 

    企業債の新規発行により企業債残高は減少しませんが、償還額は減少していく見込みで

す。 

    令和７、８年度は、西宮の新水源の深井戸工事と、上八重原のマンガン除去のためのろ

過設備建設工事の投資額が大きいため、発行額も大きくなっています。将来負担が大きく

ならないよう自己資金を活用しながら投資を進めます。 

 

 

図 5-5 企業債償還元金と企業債残高の見通し（計画期間） 

 

 

図 5-6 【参考】企業債償還元金と企業債残高の見通し（R6～R35） 
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東御市水道事業経営戦略 
５ 投資・財政計画（収支計画） 

 (3) 投資・財政計画に未反映の取組や今後検討予定の取組の概要 

  ア 広域化 

    広域化・広域連携の推進等を柱とする改正水道法を踏まえ、安全で安心な水道水を安定

的に供給する持続可能な水道事業経営の体制づくりに向けて、共通課題の解決を図るとと

もに、将来的な水道のあり方を検討するため、「長野県水道事業広域連携推進協議会」が設

置され、圏域単位で広域連携の推進が行われています。 

    東御市は、佐久圏域と上田・長野圏域の２つの圏域にまたがるため、それぞれの圏域に

おいて検討されている、資材等の共同購入・調達、人材育成等の技術連携などの具体的な

取組に対して、ＤＸやＧＸ等の積極的な推進及びＡＩの活用を含め、最適な形で連携が図

れるよう検討を進めます。 

 

  イ 民間の資金・ノウハウ等の活用 

    ウォーターＰＰＰの導入を見据えて、包括的民間委託の委託範囲の拡充を進めます。 

   ※ＰＰＰ（Public Private Partnership：官民連携） 

    公共施設等の建設、維持管理、運営等を行政と民間が連携して行うことにより、民間の創意工夫等を活

用し、財政資金の効率的使用や行政の効率化等を図るもの。 

 

  ウ アセットマネジメントの充実 

    平成27年度に策定したアセットマネジメント計画を見直し、将来における水道施設全体

の更新需要を把握するとともに、重要度・優先度を踏まえた更新投資の平準化を検討しま

す。 

   ※アセットマネジメント（資産管理） 

    水道ビジョンに掲げた持続可能な水道事業を実現するために、中長期的な視点に立ち、水道施設のライ

フサイクル全体にわたって効率的かつ効果的に水道施設を管理運営する体系化された実践活動。 

 

  エ 施設等の廃止・統廃合（ダウンサイジング）・性能の合理化（スペックダウン）の検討 

    将来的に他の水源系で代替が可能と考えられる「中尾水源」、「栗生沢水源」、「祢津姫子

沢水源」、「大石沢第２水源」については、他系統での代替が可能となった時点で順次施設

を休止する予定です。 

 

  オ 水道料金改定の検討 

    本経営戦略の計画期間においては、損益は黒字を見込んでおり、資金残高も増加してい

く見込みのため速やかに料金の見直しについて検討する必要性は高くありませんが、原価

計算表（28、29ページ）の料金対象経費に対する料金の割合（Ｘ÷(Ｙ＋Ｚ)）×100）が、

100%を下回っているため、今後の経営環境の変化の状況によっては検討が必要になる可能

性があります。 
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東御市水道事業経営戦略 
６ 経営戦略の事後検証、改定等に関する事項 

６ 経営戦略の事後検証、改定等に関する事項 

  持続可能で安定した水道事業を運営するため、図に示すＰＤＣＡサイクルに基づき、計画・事

業の進捗状況を確認します。 

 

 

図 6-1 経営戦略見直しサイクルのイメージ 

 

  また、計画・事業の進捗状況事業を評価・検証するため、表 4-1（19ページ）のとおり経営目

標値を設定し、実施手法の改善や計画の見直し等を行います。計画・事業の進捗状況や経営目標

値の達成度については、毎年度、上下水道運営審議会に報告し、ご意見を賜るとともに、それら

の結果について市ホームページで公表します。 

  なお、本経営戦略の計画期間は、令和７年度（2025 年度）から令和 16年度（2034 年度）まで

の 10年間としていますが、経営環境の変化を的確に反映させるため、令和 11年度（2029 年度）

に見直しを行い改定する予定とします。ただし、経済、社会情勢等の急激な変化により、著しく

現計画とかけ離れる場合には、随時見直しを行い改定することとします。 

 

 

 

Do

（事業の推進）

Check

（達成状況確認）

Action

（改善の検討）

Plan

（計画の策定）
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６
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よ
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収
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収
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よ
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不
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額
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布設年月日 昭 和 34 年 8 月 21 日

給水人口 26,500 人

計算期間 自 令 和 7 年 4 月 至 令 和 12 年 3月

（５年間）

　最近１箇年
　間の実績

投資・財政計画
計上額（Ａ）

公費負担分
（Ｂ）

料金対象収支
（Ａ）－（Ｂ）

千円 千円 千円 千円

579,309 576,440 576,440

0 0 0

76,458 61,172 1,921 59,251

655,767 637,612 1,921 635,691

　最近１箇年
　間の実績

投資・財政計画
計上額（Ａ）

公費負担分
（Ｂ）

料金対象収支
（Ａ）－（Ｂ）

千円 千円 千円 千円

0 0 0 0

諸 手 当 0 0 0 0

福 利 費 0 0 0 0

687 715 0 715

38,818 40,399 0 40,399

5,499 5,723 0 5,723

11,224 11,680 0 11,680

0 0 0 0

3,145 3,329 0 3,329

59,373 61,846 0 61,846

給 料 4,700 9,784 0 9,784

諸 手 当 2,500 5,204 0 5,204

福 利 費 2,078 4,326 0 4,326

0 0 0 0

37,456 38,980 0 38,980

0 0 0 0

50,204 51,566 0 51,566

96,938 109,860 0 109,860

給 料 2,643 2,751 0 2,751

諸 手 当 1,598 1,663 0 1,663

福 利 費 1,217 1,266 0 1,266

2,287 2,186 0 2,186

554 556 0 556

381 397 0 397

42 42 0 42

0 0 0 0

22,416 18,773 0 18,773

286,011 287,405 0 287,405

36,948 56,500 0 56,500

354,097 371,539 0 371,539

510,408 543,245 0 543,245

68,593

611,838

(X)／(（Y）＋（Z）)＊１００＝ 94.21

料 金 (X)

原　価　計　算　表

収　入　の　部

項 目

金　　　　　　　　額

給 水 装 置 工 事 費

そ の 他

合 計

支　　出　　の　　部

項 目

金　　　　　　　　額

原
水
及
び
浄
水
費

人

件

費

給 料

電 力 費

修 繕 費

用 水 費

減 価 償 却 費

そ の 他

公 課

支 払 利 息

小 計

配
水
及
び
給
水
費

人

件

費

電 力 費

修 繕 費

減 価 償 却 費

そ の 他

薬 品 費

減 価 償 却 費

そ の 他

小 計

合 計 (Y)

資 産 維 持 費 （ Z ）

料 金 対 象 経 費 （ Y ） ＋ （ Z ）

小 計

一
　
般
　
管
　
理
　
費

人

件

費

備 消 耗 品 費

通 信 運 搬 費

光 熱 費

修 繕 費
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＜料金水準についての説明＞

　令和７年度から令和11年度までの計算期間において、料金（(X)）を料金対象経費（(Y)+(Z)）で除した数値は、94.21%となっています。
　なお、料金対象経費は、営業費用と営業外費用の合計値から、補助金や長期前受金戻入などの控除項目を除いて算出しています。

　経常収支比率及び料金回収率が100%を上回っており、流動比率が上昇傾向、企業債残高対給水収益比率が減少傾向にあるため、早急な
料金改定の必要はないと考えますが、料金が料金対象経費を下回っている（100%未満である）ことについては注意が必要です。

　今後、人口の減少に伴い、有収水量も減少していく見通しであるため、経営改善に努めつつ、独立採算性の原則にしたがい、料金対象経費
を料金で賄い、安定した水道事業経営が維持できるよう、算定期間ごとに料金の水準を検討していく必要があります。

１　投資・財政計画計上額（Ａ）欄は、直近の料金算定期間内における平均値を記載すること。
２　起債償還額が減価償却額を超えるときは，当分の間，その差額を一般管理費のその他の欄に記載して差し支えないこと。
３　資産維持費は、将来の更新需要が新設当時と比較し、施工環境の悪化、高機能化（耐震化等）等により増大することが見込まれる場合に、使用者
負担の期間的公平等を確保する観点から、実体資本を維持し、サービスを継続していくために必要な費用（増大分に係るもの）を、適正かつ効率的、効
果的な中長期の改築（更新）計画に基づいて算定し、計上するもの。そのため、資産維持費（Ｚ）欄は、「水道料金算定要領」（公益社団法人日本水道協
会）を参考に、所有している資産の規模、経営環境等の実情に応じ、料金算定に適切に反映すべき費用を記載すること。


